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ご報告 第35回新春技術講演会を開催しました！！

1⽉17⽇(⽔)、びわ湖⼤津プリンスホテルコンベンションホールにて、第35回⿓⾕⼤学新春技術講演会を開催しま
した。今年度は「イノベーションで社会の課題を解決、新しい時代へ」をテーマとし、対⾯とオンライン合わせて約
350名の⽅にご参加いただきました。

⿓⾕エクステンションセンター ⽊村 睦 センター⻑による開会挨拶の後、経済産業省 近畿経済産業局 地域経済部
⻑ 黒⽥ 俊久 様から、ご挨拶と「関⻄経済の未来に向けて」と題するご講演をいただきました。

続いて、基調講演Ⅰでは、Microsoft Corporation Education Industry Advisor∕DX・AX戦略室⻑ 阪⼝ 福太郎 様
から「⽣成系AIが与える社会への影響と私達と教育の接点」と題して、基調講演Ⅱでは、奈良先端科学技術⼤学院⼤
学 デジタルグリーンイノベーションセンター・センター⻑ 教授 出村 拓 様から「⽊質細胞の基礎研究をSDGsにつ
なげる」と題して、それぞれご講演をいただきました。

講演に続いて⾏われたポスターセッションでは、本学の⾃然科学系の分野を中⼼とした49件の研究グループが研究
成果の展⽰発表をおこないました。

その後、本学先端理⼯学部 森 正和 講師が「モノづくりに⾰新を起こす「固相接合」の未来」と題して、研究内
容と研究シーズを基に⽴ち上げた⼤学発ベンチャーについて発表しました。

最後に、⾷と農の総合研究所 島 純 所⻑の閉会挨拶をもって終了しました。
今回は、様々な分野の講演がありましたが、全体テーマである「イノベーションで社会の課題を解決していく」と

いった共通する部分に焦点を当てて、最先端の技術から今後どのような未来を拓いていくのかについて考える機会と
なりました。

新春技術講演会では、今後も科学技術の創造と発展、研究成果の社会還元をはかって参ります。
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ご報告 「3L APARTMENT」が『雑誌ソトコト』に掲載されました！！

⿓⾕⼤学・⽥中宮市営住宅⾃治会・京都市の三者が協定を結び、⼊居学⽣⽀援
や市営住宅のコミュニティ活動⽀援を⾏う「3L APARTMENT」が、「社会や環境
がよくなって、そしておもしろい」をテーマに1999年に創刊した、未来をつくる
SDGsマガジン『雑誌ソトコト』（2⽉号）に掲載されました。

「3L APARTMENT」は、公営住宅において、⼤学、市営住宅⾃治会及び⾏政が
連携し、学⽣と共に団地コミュニティの活性化を図る全国で初めての取り組みで
す。住むことだけでなく、地域とのつながりを⼤切にし、学⽣が積極的に参加で
きる様々な活動やイベントを⾏うなど、新しい下宿スタイルを実践しています。

『雑誌ソトコト』は、ソーシャル・ローカル・関係⼈⼝・地⽅創⽣など社会を
リードするさまざまなキーワードを発信し、⽇本各地のソーシャルグッドな話題
が取り上げられます。今般はこのようなキーワードに合致するプロジェクトであ
ることが評価され、掲載に⾄りました。

「3L APARTMENT」の詳細は、HPをご覧ください。https://3l-apartment.jp/
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ご報告 Ryukoku Entrepreneur Seminar「挑戦のススメ-パラレルキャリアで⼈⽣
の道草を楽しむ-」を開催しました！！

1⽉10⽇(⽔)、深草キャンパスで卒業⽣の藤⽥ 圭⼀郎さん（2008年法学部卒）をお招きし、
ミートアップイベント「挑戦のススメ-パラレルキャリアで⼈⽣の道草を楽しむ-」を開催しま
した。

家業の岡⼭市の飲⾷店向け酒販店で低利益率の状況を改善する中で、取引先の飲⾷店向け
求⼈サイトを⽴ち上げ販路を拡⼤し、売り上げを⾶躍的に伸ばした藤⽥さんは、地域企業へ
の投資を⾏うベンチャーキャピタルも運営されています。藤⽥さんからは、⾝近なチャレン
ジ、パラレルキャリアが⼤きなリターンを⽣むかを⼒強くお話しいただき、参加学⽣に⼤き
な刺激をいただきました。

 2⽉10⽇(⼟) ⿓⾕ジュニアキャンパス「⿓⾕かけっこ教室」
場所：⿓⾕⼤学瀬⽥グラウンド（※⾬天時は2⽉24⽇(⼟)に順延）

 2⽉15⽇(⽊)〜16⽇(⾦) 京都ビジネス交流フェア2024
◇ 「深層ニュートラルネットワークを⽤いた外観検査精度向上」 先端理⼯学部知能情報メディア課程 藤⽥ 和弘 教授

場所：京都パルスプラザ

 2⽉26⽇(⽉)13:00〜17:00 ⿓⾕⼤学瀬⽥キャンパス⾃然科学系合同シンンポジウム
◇ 「未来を創る共創の⼒ サスティナブルな社会を⽬指す知と技術の展望」

場所：⿓⾕⼤学瀬⽥キャンパス REC⼩ホール

 2⽉29⽇(⽊)13:30〜17:00 2023年度 第5回 REC BIZ-NET研究会
場所：⿓⾕⼤学瀬⽥キャンパス REC⼩ホール

ご報告 國⽴臺灣海洋⼤學が来訪し、本学学⽣と交流しました！！

台湾6⼤学と本学を含む国内4⼤学で「⽇台⼤学地⽅連携及び社会実践連盟」（⽇台連盟）が、2021年11⽉に設⽴
されました。今般1⽉11⽇(⽊)〜12⽇(⾦)に、⽇台連盟加盟校である國⽴臺灣海洋⼤學の学⽣・教員が本学を来訪さ
れました。

訪問団は、来訪初⽇に歴史的建築物である「深草・町家キャンパス」を⾒学し、同キャンパスを拠点に活動する
「京まちや七彩コミュニティ」の学⽣と交流して、⽂化の違いはあるにせよ、地域との交流においては共通する課
題があるなど新たな気付きを得る機会になりました。訪問団はその後、⼊澤学⻑を表敬訪問されました。⼊澤学⻑
は、昨年9⽉に⽇台連盟⾸脳会議のため台湾を訪問され、同校の許泰⽂学⻑と懇談されたこともあることから、この
度の表敬訪問への謝意と、両校が今後も学⽣交流や研究交流などを続けることへの期待感を述べられました。

こくりつたいわんかいようだいがく

2⽇⽬、訪問団は瀬⽥キャンパスを訪れました。午前は、社会学部「社会共⽣実習」活動報告会に参加し、特にポ
スターセッションにおいては、通訳を介して本学学⽣の取り組みに対し熱⼼に質問するなど交流を深めました。

続いて午後は、先端理⼯学部環境⽣態⼯学課程の施設にて交流しました。
まずは両校学⽣による英語による⾃⼰紹介、次に「⽣物多様性科学研究セン
ター」の取り組み紹介がなされました。訪問団はその後、本学卒業⽣も学芸
員として研究を⾏っている「琵琶湖博物館」に移動し、びわ湖の⽣態系につ
いて、社会課題である⽣態系の保全などについて触れていただきました。

⽇台連盟は、共通の社会課題を持つ台湾と⽇本がその課題解決に向けて交
流を促進するプラットフォームです。RECでは、各学部・研究科などと連携
し、台湾の6⼤学、国内の3⼤学との交流機会を更に拡げていきたいと考えて
います。


